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自動車メーカーの環境技術



本日のプレゼンテーションの構成

０．行動指針

１．環境負荷と自動車技術

２．個別技術の主な例

‐ 開発・設計分野

・ハイブリッド／ＤＰＮＲ

‐ 使用段階

・走行距離あたりのCO2,NOx／車検制度

３．途上国への技術移転について



行動指針（日本自動車工業会と自動車メーカー）

１. 自動車の企画・開発段階から、環境への負荷のより少ない
自動車の提供に一層努力。また、製造過程でもクリーンな生産
技術開発に務める。

２．より良い社会の発展に向けて、環境保全のための循環型社
会システムの実現に努力。

３．グローバルな視点に立ち、これまで蓄積したきた技術や経験
を生かして国際的な連携による環境保全に務める。

４．自動車が関わるすべての環境の保全に対し、的確な対応が
図れるよう、最善の体制を整える。



環境負荷と自動車技術
開発・設計分野 生産分野 使用段階 使用済み段階

気候変動（ＣＯ２）

・自動車の燃費向上技
術
 -ハイブリッド等詳細別
紙

・非稼動時の電力消費
量低減
・グリーン電力購入

・交通流改善によるＣＯ２
排出量削減
・エコドライブ
・後付けアイドリングス
トップ
・点検・検査・メンテナン
ス＝車検

・フロン回収・破壊

大気汚染

・三元触媒
・ＤＰＮＲ
・ＮＯｘ吸蔵還元触媒

・ＶＯＣ抑制（ボディ塗装
の水性塗料化）
・排煙脱硝装置

・交通流改善によるＮＯｘ
排出量削減
・点検・検査・メンテナン
ス＝車検
・燃料性状改善

　　　　　　　―

化学物質

・鉛、水銀、六価クロム、
カドミウム使用量の削減

・ＰＲＴＲ対象物質の低減 　　　　　　　― ・解体技術の開発
・リサイクル技術の開発

リサイクル・廃棄物

・解体性の向上
・リサイクルしやすい材
料への変更

・水資源の節約
・ゼロエミッションに向け
た廃棄物の低減

　　　　　　　― ・解体技術の開発
・リサイクル技術の開発



自動車の燃費向上技術

資料：(社)日本自動車工業会



ハイブリッド車の走行エネルギー
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環境と経済の整合環境と経済の整合

低公害車の価格と CO2の関係
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排出ガスの低減（トヨタDPNRの例）
（（ Diesel Particulate Diesel Particulate -- NOx Reduction SystemNOx Reduction System））



走行距離あたりのCO2・NOx排出量
10km/ｈの排出量を１００とする

出典：（財）日本自動車研究所資料



車検制度について
車検：一般的に「定期点検」と「継続検査」をあわせたもの。

・定期点検：自動車各部の劣化・磨耗度合いを確認し、必要な整備を行い、
次回点検まで安全に使用できる状態にすること。

・継続検査：その時点で、保安基準に適合しているか判定。

車
の
品
質
（
安
全
性
・環
境
保
護
）

時間
12ヶ月 24ヶ月 36ヶ月

定期点検・
整備の役割
定期点検・
整備の役割

車両品質の経年変化と定期点検の役割
（イメージ図）

保安基準

定期点検整備
未実施の場合

＜参考＞

日本では、
実施間隔や
点検項目が
法で定めら
れているが、
欧米では、
自己管理責
任のもと、
メーカーや
販売店が実
施。



途上国への技術移転について
（１）開発・設計段階、生産段階：

・自動車会社は、連結ベースで対応中（世界10～12社）→民間による対応

・大気、ＣＯ２の排出基準の適切誘導→先進国の技術ノウハウ

大気状況把握重視

↓

大気モニタリング、シミュレーション（例：ＪＣＡＰ「大気改善のための
自動車・燃料等の技術開発プログラム」by石油業界・自動車業界）

（２）使用段階：

・点検、検査： ‐測定・分析機器（寄付、補助、ＯＤＡ要）

‐自動車整備メカニック等の人材育成（研修用ﾃｷｽﾄ、教師派遣）

・交通流改善： 信号管制ノウハウ、ITSなどの移転

・燃料性状改善： 環境保全施策等要 （基準調和）

（３）使用済み段階：

・実態調査後実効ある実施可能（日本の自動車リサイクル法の例）



完完
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